
　狛江駅の駅前空間に賑わいや居心地の良い滞留空間を創出することを目的に、狛江駅北口周辺道路を歩行者利
便増進道路（「ほこみち」）に指定し、令和５年度からの２か年で歩行空間のリニューアル事業を行ってきました。

　令和６年度に実施していた歩道改修工事（第2期）が終了し、令和７年３月15日㈯に供用を開始します。
　デッキベンチを新設し、デッキの上でも音楽イベントなどさまざまな活動に使用できるようになり、賑わいが生み
出されることで、さらなる魅力の向上が期待されています。
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【問い合わせ】
狛江市道路交通課長　松野　TEL03-3430-1111（内線2516）

　狛江市では、賑わいと憩いを創出する取り組みとして、令和５年４月に東京都内の区市町村で初の「歩行者利
便増進道路制度（通称：ほこみち※）」の路線指定を行いました。令和６年４月に狛江駅周辺の道路改修工事が
終了した区間において、「ほこみち」の一部運用を開始し、キッチンカーやマルシェイベントの開催をはじめ、小
田急高架下商業施設とも連携してベンチなどの滞留空間を創出し、居心地の良い空間づくりを進めています。

※「ほこみち」とは、道路法改正（令和２年１１月２５日施行）により創設された「歩行者利便増進道路制度」の愛
称です。ほこみち制度を活用することで、道路上での設置が難しいテーブル・イス等やキッチンカーの設置が可
能になるなど、道路占用の規制緩和を受けることができるようになり、道路空間に賑わいと憩いを創出するこ
とが期待されます。

 狛江駅前の“ほこみち”について

【日時】　３月15日㈯　午前11時から
【場所】　狛江駅北口ほこみちエリア
　　　　　　（デッキベンチ）
【内容】　一日警察署長委嘱式・ステージイベント等

　新設したデッキベンチ

商業施設と連携し滞留空間を整備

　歩道改修が完了した道路


